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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 大 井  明 
（論文審査結果の要旨） 
 
本研究は，高速道路の耐荷力調査の結果に基づいて，舗装構造物の耐久性評価を行う
ための劣化予測モデルを提案するとともに，ライフサイクル費用の最小化をめざした
舗装構造物の補修政策を求めるための方法論を示したものであり，以下のような知見
を得ている． 
 
第１に，多時点にわたる舗装の耐荷力検査の結果に基づいて，舗装構造物の耐荷力の
低下過程を表現するマルコフ劣化ハザードモデルを定式化するとともに，実データを
用いて劣化予測モデルを実際に推計している．推計結果に基づいて，舗装の耐荷力の
早期劣化に影響を及ぼす要因を明らかにしている． 
 
第２に，舗装構造物の劣化過程は，舗装表面の劣化と耐荷力の低下が互いに影響を及
ぼす複雑なメカニズムを有している．このような観点から，両者の相互関係を明示的
に考慮した複合的な劣化予測過程を，階層的隠れマルコフ劣化ハザードモデルを用い
て表現するとともに，実データを用いて提案したモデルを推計している．そのうえで，
路面性状調査の結果から，間接的に耐荷力の低下を評価する方法論を提案している． 
 
第３に，舗装構造物の劣化予測を用いて，維持補修に関わるライフサイクル費用を評
価する方法論を提案している．そのうえで，ライフサイクル費用の最小化を達成でき
るような最適補修戦略，最適点検政策を求めるためのマルコフ決定モデルを定式化し
ている．さらに，実データを用いた実証分析を行い，包括的な舗装マネジメントシス
テムの提案に成功している． 
 
第４に，道路管理者が設定する舗装サービス水準に関する所与のリスク管理水準の下
で路面性状調査やＦＷＤ調査等に関わる調査費用やモニタリング費用，また，それに
伴い実施する補修費用などの最小化を達成できるような調査期間や舗装の補修更新政
策を同時に決定するための総合的な方法論を提案し，実際の高速道路の舗装マネジメ
ントを対象として実証分析を試みている． 
  
以上，要するに，本論文は，不確実性下にある複合的な劣化過程を表現する統計的劣
化予測モデルを提案するとともに，ライフサイクル費用の最小化を図るためのマルコ
フ計画モデルの開発を通じて舗装マネジメントの高度化をめざしたものであり，学術
上，実際上寄与するとことがところが少なくない．よって、博士（工学）の学位論文
として価値あるものと認める．また，平成２９年１２月１8 日，論文内容とそれに関連
した事項について試問を行った結果，合格と認めた． 
 
 
